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ふかや

だより
市議会

・正副議長決まる
・平成28年度政務活動費収支報告
・アウトレットどーなった？
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６
月
２
日
議
会
初
日
、
投
票
に
よ
り
議
長
・

副
議
長
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

盛
夏
の
候
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
ご
壮

健
に
て
お
過
ご
し
の
こ
と

と
拝
察
い
た
し
ま
す
。
深

谷
市
議
会
第
２
回
定
例
会

に
お
き
ま
し
て
、
議
員
各

位
の
ご
推
挙
を
賜
り
私
ど

も
議
長
・
副
議
長
の
要
職

に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

皆
様
に
信
頼
し
て
頂
け
る

深
谷
市
議
会
を
目
指
し
、

身
を
挺
し
て
邁
進
す
る
決

意
で
す
。

　

さ
て
、
深
谷
市
も
合
併

後
11
年
余
が
経
過
し
ま
し

た
。
本
年
度
は
、「  

深
谷

市
総
合
振
興
計
画
」
の
最

終
年
度
に
な
り
、
次
の
新

た
な
10
年
を
方
向
付
け
る

「  

総
合
計
画
」
策
定
の
年

で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
計

画
は
、
本
市
の
進
む
べ
き

方
向
性
を
示
す
市
政
の
根

幹
と
な
る
も
の
で
あ
り
、

魅
力
あ
ふ
れ
る
深
谷
市
を

つ
く
る
た
め
に
策
定
さ
れ

る
も
の
で
す
。

　

私
ど
も
深
谷
市
議
会
と

い
た
し
ま
し
て
も
、
積
極

的
に
政
策
を
提
言
し
、
本

市
の
更
な
る
発
展
の
た
め

執
行
機
関
と
と
も
に
全
力

を
尽
く
し
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
市
民
の
皆
様

の
一
層
の
ご
支
援
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
、
就
任
の
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

議長　吉田幸太郎副議長　中矢寿子

6月定例会　議案に対する各議員の賛否（一部掲載）
深谷同志会 深政クラブ 深和会 公明党 共産党 彩新 深成会

⻆  

田
義
徳

茂
木
一
郎

富
田

勝

武
井
伸
一

清
水
健
一

柴
崎
重
雄

加
藤
利
江

吉
田
幸
太
郎

議
　
　
長

倉
上
由
朗

髙
田
博
之

新
井

清

仲
田

稔

五
間
く
み
子

三
田
部
恒
明

中
矢
寿
子

村
川
徳
浩

田
島
信  

𠮷

石
川
克
正

松
本
政
義

為
谷

剛

清
水

修

佐
久
間
奈
々

鈴
木
三
男

馬
場

茂

※会派名は、共産党は日本共産党、彩新は彩新クラブです。　※議長は可否同数のみ採決に参加します。　※○は賛成、×は反対、－は除斥です。

総合健診センター条例を廃止する条例

災害対応特殊水槽付消防ポンプ自動車

水槽付消防ポンプ自動車

市道路線の廃止

市道路線の認定

指定管理者の指定の期間の変更

損害賠償の額を定め、和解すること

一般会計補正予算（第１号）

国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

監査委員の選任につき同意を求めること

会派名（※）

議 員 名

議 案

審
議
結
果

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

同 意

財
産
取
得

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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補
正
額
１
億
５
１
１

３
万
８
千
円
の
内
訳

は
。

換
地
設
計
業
務
等
の

委
託
費
が
約
７
千
万

円
。
用
地
購
入
費
約
３
２

０
０
万
円
。
秩
父
鉄
道
新

駅
整
備
の
負
担
金
の
増
額

分
と
し
て
約
４
９
０
０
万

円
で
あ
る
。

土
地
取
得
単
価
は
。

一
平
方
メ
ー
ト
ル
単

価
で
お
お
む
ね
１
万

円
で
あ
る
。

新
た
な
顔
ぶ
れ
決
ま
る

ー
議
長
・
副
議
長
就
任
あ
い
さ
つ
ー

一
般
会
計
補
正
予
算

 （
産
業
拠
点
推
進
事
業
）

ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
誘
致
を

核
と
す
る
花
園
Ｉ
Ｃ
拠

点
整
備
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
つ
い
て
、
開
発
手
法

を
土
地
区
画
整
理
手
法

に
変
え
た
こ
と
等
に
よ

る
増
額
補
正
で
す
。

QQ AA

反
対
討
論

　

駅
が
地
元
住
民
の
利
便

性
の
向
上
に
資
す
る
か
疑

問
の
た
め
反
対
。

鈴
木　

三
男

　

①
開
発
手
法
変
更
で
の

計
画
変
更
と
収
支
の
見
直

し
の
説
明
が
な
い
ま
ま
計

画
の
再
検
討
の
機
会
も
失

わ
れ
て
い
る
。
本
来
な
ら

集
中
議
論
さ
れ
る
べ
き
。

　

②
新
駅
は
当
初
開
発
に

必
要
だ
っ
た
が
、
現
在
は

必
要
性
が
消
失
し
て
い
る
。

代
替
案
も
あ
る
。
コ
ス
ト

比
較
や
リ
ス
ク
検
討
せ
ず

に
予
算
執
行
は
時
期
尚
早
。

　

③
議
決
前
に
駅
着
工
と

予
算
が
新
聞
報
道
さ
れ
た
。

議
会
の
議
論
を
さ
え
ぎ
る

よ
う
な
既
成
事
実
化
が
さ

れ
る
な
ど
議
会
軽
視
の
運

営
が
常
態
化
し
て
い
る
。

　

④
50
億
円
の
税
金
投
入

を
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

説
明
不
足
や
秘
匿
さ
れ
る

事
柄
が
多
い
。
以
上
４
つ

の
理
由
か
ら
反
対
。

加
藤　

利
江　    

６月２日から22日まで21日間の日程で開かれました。
市長から提出された補正予算など議案13件を審議しました。
一般会計補正予算は産業拠点推進事業による増額補正など
合わせて２億６６７９万６千円です。

６月２日から22日まで21日間の日程で開かれました。
市長から提出された補正予算など議案13件を審議しました。
一般会計補正予算は産業拠点推進事業による増額補正など
合わせて２億６６７９万６千円です。

平成29年深谷市議会第２回定例会平成29年深谷市議会第２回定例会



　
　

平
成
29
年
10
月
か
ら
こ
ど
も
医
療
費

の
年
齢
拡
大
に
伴
い
、
18
歳
ま
で
の
医
療

費
に
つ
い
て
は
窓
口
払
い
が
な
く
な
る
が
、

ひ
と
り
親
の
窓
口
払
い
に
つ
い
て
も
廃
止

し
て
欲
し
い
。

　
　

自
己
負
担
金
の
徴
収
が
で
き
な
い
こ

と
や
県
補
助
金
の
減
額
等
、
市
の
財
政
負

担
増
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
窓
口
払

い
の
廃
止
予
定
は
な
い
。限
ら
れ
た
財
源

の
中
で
、
様
々
な
子
育
て
支
援
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

̶

高
齢
者
介
護
に
つ
い
て̶

Ｑ　

高
齢
者
２
人
暮
ら
し
あ
る
い
は
ひ
と

り
暮
ら
し
は
深
谷
市
に
何
人
い
る
の
か
。

ま
た
、何
世
帯
あ
る
の
か
。

　
　

４
月
１
日
現
在
、
住
民
基
本
台
帳
上

の
65
歳
以
上
の
夫
婦
の
み
の
世
帯
数
は
、

６
２
２
２
世
帯
、
人
数
は
１
万
２
４
４
４

人
で
あ
る
。ま
た
、ひ
と
り
暮
ら
し
は
７
６

７
０
人
、世
帯
数
も
同
じ
で
あ
る
。

　
　

高
齢
者
住
宅
改
修
費
補
助
事
業
と
は
。

　
　

要
支
援
又
は
要
介
護
の
認
定
を
受
け

て
い
な
い
65
歳
以
上
の
高
齢
者
を
対
象
と

し
、
住
環
境
の
整
備
や
介
護
予
防
を
目
的

に
行
う
住
宅
改
修
費
の
一
部
を
補
助
す
る

制
度
で
あ
る
。

Ｑ　

高
齢
者
配
食
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
。

Ａ　

高
齢
者
配
食
サ
ー
ビ
ス
は
、
民
間
事

業
者
へ
の
委
託
に
よ
り
、
昼
食
を
高
齢
者

の
お
宅
へ
手
渡
し
で
届
け
る
と
と
も
に
、

利
用
者
の
食
生
活
の
改
善
と
安
否
確
認
を

目
的
と
し
た
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。

　
　

市
内
の
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の
設
置

世
帯
数
は
。

　
　

３
月
末
日
現
在
５
０
６
世
帯
で
あ
る
。

  

Q
ひ
と
り
親
の
窓
口
払
い
を
廃
止
で
き
な
い
か

A
窓
口
払
い
を
廃
止
す
る
予
定
は
な
い

加
藤
　
利
江

か
　 
と
う
　
　
　 

と
し   

え

〈
一
般
質
問
の
記
事
は
質
問
者
本
人
が
執
筆
し
た
も
の
を
編
集
し
、
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。〉

市政のここが聞きたい
議会のホームページから、議会の映像がご覧いただけます。

質 問 項 目 一 覧 （通告順）

ＱＡ

ＱＡＱＡ

ＱＡ ＱＡ

5
緊急通報システム

○加藤　利江
　①高齢者介護について
　②ひとり親家庭等医療費支
　　給事業について

○茂木　一郎
　 ①国民保護について

○五間　くみ子
　①肝炎の重症化予防対策に
　　ついて

○清水　健一
　①未来を担う子どもたちに
　　ついて

○⻆田　義徳
　①市民の健康増進と環境美
　　化について
　②市職員の女性活躍の推進
　　について

○三田部　恒明
　①農業政策
　②防災・災害対応

○村川　徳浩（ミルクおやじ）
　①原郷上野台線アンダーパ
　　スについて　
　②花園ＩＣ拠点整備プロ
　　ジェクトについて

○鈴木　三男
　①就学援助金について
　②市の職員について
　③消防団について

○佐久間　奈々
　①花園ＩＣ拠点整備事業に
　　ついて　

○清水　修
　①国民健康保険短期被保険
　　者証について
　②指定管理者制度について

4

◎
委
員
長　

○
副
委
員
長

　

髙
田　

博
之 

○
為
谷　
　

剛 

◎
加
藤　

利
江 

　

鈴
木　

三
男

 　

村
川　

徳
浩

　

五
間
く
み
子 

　

⻆
田　

義
徳 

　

富
田　
　

勝 

所管事務
議会の運営に関する事項、議会の会議規則、委員
会に関する条例等に関する事項及び議長の諮問に
関する事項

　

倉
上　

由
朗

○
⻆
田　

義
徳

◎
村
川　

徳
浩 

　

富
田　
　

勝

　

仲
田　
　

稔

　

五
間
く
み
子

　

為
谷　
　

剛

　

清
水　
　

修

所管事務
産業振興部、環境水道部、都市整備部、産業拠点
整備室及び農業委員会の所管に関する事項

　

田
島　

信
𠮷

○
鈴
木　

三
男

◎
石
川　

克
正

　

馬
場　
　

茂

　

新
井　
　

清

　

松
本　

政
義

　

中
矢　

寿
子

　

武
井　

伸
一

所管事務
企画財政部、総務部、協働推進部、市民生活部、秘書室、
会計課、消防本部、選挙管理委員会、監査委員、公平委員会、
固定資産評価審査委員会及び議会事務局の所管に関する事
項並びに他の委員会の所属に属さない事項

　

吉
田
幸
太
郎

○
佐
久
間
奈
々

◎
茂
木　

一
郎

　

加
藤　

利
江

　

柴
崎　

重
雄

　

髙
田　

博
之

　

清
水　

健
一

　

三
田
部
恒
明

所管事務 
福祉健康部、こども未来部及び教育委員会の所管
に関する事項

～委員会構成が新しくなりました～～委員会構成が新しくなりました～

前
列
右
か
ら

後
列
右
か
ら

前
列
右
か
ら

後
列
右
か
ら

前
列
右
か
ら

後
列
右
か
ら

前
列
右
か
ら

後
列
右
か
ら

議
会
運
営
委
員
会

産
業
建
設
委
員
会

総
務
委
員
会

福
祉
文
教
委
員
会



清
水
　
健
一

し
　 

み
ず
　
　     

け
ん
い
ち

　
　

養
育
放
棄
な
ど
の
ネ
グ
レ
ス
ト
対
応

件
数
は
、
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　

26
年
度
６
件
、
27
年
度
は
12
件
、
28

年
度
は
14
件
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

県
内
の
デ
ー
タ
で
は
、
虐
待
者
の
約

50
％
が
実
母
、
38
・
５
％
が
実
父
と
な
っ

て
い
る
が
、
要
因
を
捉
え
て
い
る
の
か
。

　
　

要
因
は
複
数
考
え
ら
れ
、
経
済
的
問

題
や
養
育
者
の
対
応
能
力
、
子
ど
も
自
身

の
問
題
、
子
育
て
協
力
者
の
有
無
な
ど
複

数
が
、
絡
み
合
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

̶

子
ど
も
の
貧
困
問
題

　
　
　
　
　
　

へ
の
対
応
は̶

　
　

我
が
国
の
、
子
ど
も
の
相
対
的
貧
困

率
は
16
・
３
％
、
６
人
に
１
人
が
貧
困
状

態
に
あ
る
。
国
で
は
、「
子
ど
も
の
貧
困

対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
を
制
定
し
、

地
方
公
共
団
体
は
、
地
域
の
状
況
に
応
じ

た
施
策
を
策
定
し
、
実
施
す
る
責
務
を
有

す
る
と
明
記
し
た
が
、
貧
困
問
題
に
ど
う

対
応
し
て
い
く
の
か
。

　
　

県
や
他
市
の
動
向
を
注
視
し
、
実
態

の
把
握
に
努
め
、
関
係
各
課
と
連
携
し
、

民
間
の
協
力
を
得
な
が
ら
行
っ
て
い
く
。

　
　

民
間
と
言
え
ば
、「
ふ
か
や
子
ど
も

食
堂
・
ま
め
っ
こ
」
さ
ん
が
ス
タ
ー
ト
し

て
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
や
保
護
者
の
方

が
参
加
し
て
お
り
、
今
後
は
学
習
支
援
に

も
取
り
組
み
た
い
と
聞
い
て
い
る
が
、
ど

の
よ
う
な
協
力
体
制
を
と
っ
て
い
く
の
か
。

　
　

継
続
的
な
支
援
を
関
係
各
課
と
協
力

し
な
が
ら
行
っ
て
い
く
。

　
　

内
閣
府
が
中
心
と
な
り
「
子
供
の
未

来
応
援
国
民
運
動
」
が
始
ま
っ
た
が
、
市

は
、
ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
。

　
　

ポ
ス
タ
ー
掲
示
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の

配
布
を
し
、
市
民
に
周
知
し
て
い
る
。

Q
過
去
３
年
間
の
身
体
的
児
童
虐
待
の
対
応
件
数
を
聞
き
た
い

A
26
年
度
は
９
件
、
27
年
度
は
20
件
、
28
年
度
は
26
件
で
あ
る

ＱＡＱＡＱＡ

ＱＱ ＡＡ

　
　

路
上
喫
煙
に
つ
い
て
、
環
境
美
化
等

の
観
点
か
ら
、
市
と
し
て
ど
の
よ
う
な
問

題
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
か
。

　
　

現
在
の
と
こ
ろ
、
た
ば
こ
の
ポ
イ
捨

て
や
吸
い
殻
の
散
乱
な
ど
に
伴
う
苦
情
は
、

ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
か
ら
、
市
民
の
環
境

美
化
に
努
め
る
意
識
が
醸
成
さ
れ
て
お
り
、

マ
ナ
ー
や
モ
ラ
ル
を
守
っ
て
い
た
だ
い
て

い
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　

近
隣
自
治
体
に
お
い
て
、
路
上
喫
煙

防
止
条
例
を
制
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
あ

る
か
。

　
　

県
内
40
市
中
25
市
が
条
例
制
定
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
市
の
状
況
は
、
県
南
を

中
心
と
し
た
人
口
密
度
が
高
い
区
域
で
、

か
つ
、
駅
の
利
用
者
が
多
く
、
そ
の
周
辺

が
路
上
喫
煙
や
ポ
イ
捨
て
さ
れ
る
場
所
と

な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
路
上
で
の
喫
煙
の

制
限
の
ほ
か
、
喫
煙
禁
止
区
域
の
指
定
を

す
る
な
ど
の
対
応
を
講
じ
る
必
要
が
生
じ

た
市
に
お
い
て
、
条
例
を
制
定
し
た
ケ
ー

ス
が
多
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

̶

女
性
管
理
職
登
用
に
つ
い
て̶

　
　

深
谷
市
の
管
理
職
の
中
で
、
女
性
管

理
職
の
割
合
は
ど
の
く
ら
い
か
。

　
　

４
月
１
日
現
在
、
消
防
職
を
除
く
課

長
補
佐
以
上
の
職
員
１
７
１
人
中
、
女
性

は
21
人
、
割
合
は
12
・
３
％
で
あ
る
。

　
　

女
性
管
理
職
登
用
の
促
進
に
つ
い
て
、

今
後
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
行
っ
て
い
く
か
。

　
　
「
深
谷
市
女
性
活
躍
の
推
進
に
関
す

る
特
定
事
業
主
行
動
計
画
」に
基
づ
き
、女

性
職
員
が
積
極
的
に
管
理
職
を
目
指
す
こ

と
の
で
き
る
職
場
風
土
と
、
職
員
の
意
識

改
革
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

Q
今
後
、
路
上
喫
煙
防
止
条
例
を
制
定
す
る
考
え
は
あ
る
か

A
現
在
の
と
こ
ろ
、
新
た
な
条
例
の
制
定
は
考
え
て
い
な
い

ＱＡ

ＱＡＱＡ

ＱＡ
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⻆
田
　
義
徳

つ
の   
だ
　
　
　   

よ
し  

の
り

他市に設置されている喫煙所

五
間
　
く
み
子

ご
　 

ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

こ

問　

北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
発
射
に
関
し
て
、

ど
の
よ
う
な
場
合
に
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
に
よ
る

情
報
伝
達
が
行
わ
れ
る
の
か
。

　
　

５
月
29
日
に
発
射
さ
れ
た
ミ
サ
イ
ル

が
日
本
の
排
他
的
経
済
水
域
内
に
落
下
し

た
。
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
は
日
本
の
領
土
・
領
海

に
落
下
も
し
く
は
通
過
す
る
可
能
性
が
あ

る
場
合
に
伝
達
さ
れ
る
。
排
他
的
経
済
水

域
に
落
下
す
る
可
能
性
が
あ
る
場
合
は
Ｊ

ア
ラ
ー
ト
を
使
用
せ
ず
、
船
舶
や
航
空
機

に
警
報
を
発
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　
　

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
に
よ
る
情
報
伝
達
が
行

わ
れ
た
際
に
市
民
が
避
難
す
る
こ
と
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
に
周
知
し
て
い
る
の
か
。

　
　

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
サ
イ
レ
ン
音
や
放
送

内
容
、
避
難
行
動
に
つ
い
て
、
市
内
12
支

会
の
自
治
会
長
会
議
や
校
長
会
、
議
員
全

員
協
議
会
な
ど
で
説
明
し
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
広
報
ふ
か
や
６
月
号
に
も
情
報

を
掲
載
し
た
。
今
後
も
総
合
防
災
訓
練
や

自
主
防
災
会
の
訓
練
な
ど
、
機
会
を
捉
え

て
周
知
し
て
い
く
。

　
　

北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
に
よ
っ
て
被
害

が
生
じ
た
場
合
に
、
市
で
は
ど
の
よ
う
な

対
応
が
考
え
ら
れ
る
の
か
。

　
　

市
で
は
国
民
保
護
対
策
本
部
を
設
置

し
、
国
や
県
の
対
策
本
部
と
調
整
し
、
警

察
や
自
衛
隊
へ
協
力
を
要
請
し
て
避
難
誘

導
や
交
通
規
制
を
行
う
。
市
民
に
は
防
災

行
政
無
線
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
メ
ー
ル

配
信
な
ど
で
情
報
提
供
を
行
う
。

　
　

国
民
保
護
協
議
会
の
委
員
構
成
は
。

　
　

市
長
を
会
長
と
し
、
委
員
に
は
陸
上

自
衛
隊
第
32
普
通
科
連
隊
第
５
中
隊
長
、

県
危
機
管
理
防
災
部
危
機
管
理
課
長
、
深

谷
・
寄
居
警
察
署
長
な
ど
31
名
の
方
々
を

委
嘱
し
て
い
る
。

Q
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
が
発
射
さ
れ
た
場
合
の
対
応
は

A
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
情
報
伝
達
や
国
民
保
護
計
画
に
よ
り
対
応
す
る

茂
木
　
一
郎

も
て
　 

ぎ
　
　
　  

い
ち 

ろ
う

　
　

国
は
肝
炎
対
策
の
強
化
と
陽
性
者
へ

の
受
診
促
進
の
強
化
を
推
進
し
て
お
り
、

県
に
お
い
て
も
、
埼
玉
県
肝
炎
対
策
推
進

指
針
を
改
定
し
た
。
そ
れ
を
踏
ま
え
、
次

の
い
く
つ
か
を
問
う
。
本
市
に
お
け
る
肝

炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
の
受
検
者
数
は
。

　
　

平
成
18
年
度
か
ら
28
年
度
ま
で
、
累

計
９
５
９
０
人
で
あ
る
。

　
　

そ
の
間
の
陽
性
者
数
は
。

　
　

累
計
で
１
２
９
人
で
あ
る
。

　
　

陽
性
者
に
対
す
る
医
療
機
関
へ
の
受

診
勧
奨
方
法
は
。

　
　

結
果
通
知
と
と
も
に
、
精
密
検
査
の

受
け
ら
れ
る
医
療
機
関
情
報
や
医
療
機
関

あ
て
の
診
察
依
頼
書
と
共
に
、
県
の
助
成

制
度
の
案
内
や
肝
炎
に
つ
い
て
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
同
封
し
勧
奨
し
て
い
る
。

　
　

年
度
内
に
医
療
機
関
の
受
診
が
な
い

陽
性
者
に
つ
い
て
は
。

　
　

陽
性
者
が
医
療
機
関
を
受
診
し
た
場

合
、「
精
密
検
査
結
果
連
絡
票
」
が
医
療

機
関
か
ら
返
送
さ
れ
て
く
る
が
、
連
絡
票

の
な
い
方
に
対
し
、
再
度
通
知
を
送
付
し

て
受
診
勧
奨
し
て
い
る
。

　
　

医
療
機
関
の
受
診
状
況
は
。

　
　

受
診
の
確
認
が
で
き
た
の
は
、
平
成

18
年
度
か
ら
の
10
年
間
で
、
陽
性
者
１
２

５
人
中
62
人
で
あ
る
。

　
　

Ｃ
型
肝
炎
に
関
し
て
は
、
新
薬
に
よ

り
治
療
が
進
歩
し
治
せ
る
時
代
に
な
っ
て

き
て
い
る
。
過
去
に
陽
性
と
判
断
さ
れ
た

方
に
適
切
な
情
報
を
伝
え
、
治
療
を
し
て

い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
と
思
う
。
そ
の
方

々
へ
の
受
診
案
内
を
再
度
す
る
考
え
は
。

　
　

陽
性
者
に
限
ら
ず
、
最
新
の
治
療
法

も
含
め
、
広
く
肝
炎
に
関
す
る
正
し
い
知

識
の
普
及
啓
発
に
努
め
て
い
く
。

Q
肝
炎
の
重
症
化
を
予
防
す
る
施
策
の
強
化
を

A
今
後
も
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
の
周
知
に
努
め
る

ＱＡＱＱ Ａ

ＡＱＡ
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鈴
木
　
三
男

す
ず    

き
　
　
　  

み
つ   

お

佐
久
間
　
奈
々

さ
　  

く
　 
ま
　
　
　
　  

な
　  

な

　
　

文
科
省
が
入
学
準
備
金
の
増
額
と
就

学
予
定
者
も
入
学
前
の
支
給
は
可
能
と
の

通
知
を
出
し
た
が
、
来
年
度
か
ら
入
学
前

に
支
給
で
き
な
い
か
。

　
　

今
年
度
は
、
５
月
に
支
給
し
た
。
来

年
度
は
、
入
学
前
支
給
で
対
応
す
る
。

　
　

増
額
さ
れ
た
通
知
ど
お
り
の
入
学
準

備
金
が
支
給
さ
れ
た
の
か
。

　
　

国
の
改
正
を
参
考
に
し
て
、
小
学
１

年
は
３
万
２
４
８
０
円
に
、
中
学
１
年
は

３
万
７
９
２
０
円
に
増
額
し
た
。

　
　

入
学
準
備
に
必
要
な
金
額
に
比
べ
少

な
い
。
増
額
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　

更
な
る
増
額
に
つ
い
て
は
、
今
後
の

課
題
と
考
え
て
い
る
。

̶

市
で
働
く
職
員
は
、

　
　
　
　
　
　

正
規
の
職
員
で̶

　
　

市
で
働
く
臨
時
職
員
の
実
態
は
。

　
　

小
中
学
校
で
約
１
５
０
人
、
保
育
園

や
学
童
に
約
１
２
０
人
、
事
務
補
助
関
係

で
約
１
０
０
人
で
あ
る
。
正
規
職
員
の
出

産
育
児
病
気
の
代
替
や
繁
忙
期
の
事
務
補

助
、
学
校
や
学
童
の
任
用
で
あ
る
。

　
　

自
治
体
の
業
務
は
、
臨
時
職
員
で
は

な
く
正
規
職
員
で
担
う
べ
き
で
は
な
い
の

か
。

　
　

定
員
適
正
化
計
画
や
定
員
管
理
計
画

で
職
員
数
を
抑
え
て
い
る
が
、
教
育
や
子

育
て
に
臨
時
的
な
任
用
が
必
要
で
あ
る
。

　
　

長
時
間
労
働
の
削
減
が
必
要
だ
が
。

　
　

時
間
外
勤
務
の
縮
減
指
針
を
策
定
し

効
率
的
業
務
の
遂
行
に
努
め
て
い
る
。

̶

消
防
団
員
の

　
　
　
　

報
酬
の
引
き
上
げ
を̶

　
　

出
動
や
訓
練
に
見
合
う
報
酬
を
。

　
　

団
員
士
気
の
維
持
向
上
を
図
る
た
め
、

適
宜
費
用
弁
償
の
見
直
し
を
し
て
い
る
。

Q
入
学
準
備
金
の
支
給
は
、
入
学
前
に
支
給
を

A
準
要
保
護
世
帯
に
は
、
来
年
度
か
ら
入
学
前
に
支
給
す
る

ＱＡＱＡＱＡＱＡ

ＱＡＱＡＱＡ

　
　

花
園
Ｉ
Ｃ
拠
点
整
備
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
従
来
の
開
発
手
法
で
は
、
全
員
の
地
権

者
か
ら
農
振
除
外
の
同
意
書
を
得
な
け
れ

ば
事
業
区
域
内
の
工
事
は
で
き
な
か
っ
た
。

新
駅
だ
け
完
成
し
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
が
で
き

な
か
っ
た
と
い
う
事
が
な
い
よ
う
市
は
開

発
可
能
か
ど
う
か
の
め
ど
を
除
外
申
出
の

め
ど
が
た
つ
ま
で
と
し
、
そ
れ
ま
で
は
新

駅
建
設
は
行
わ
な
い
と
議
会
と
約
束
し
て

い
た
。
そ
し
て
事
実
、
全
員
の
地
権
者
か

ら
同
意
書
が
得
ら
れ
ず
各
協
議
が
ス
ト
ッ

プ
し
て
い
た
が
、
５
月
の
議
員
全
員
協
議

会
で
市
は
、
区
画
整
理
手
法
へ
の
変
更
に

よ
り
事
業
の
確
実
性
が
担
保
さ
れ
た
と
判

断
し
新
駅
建
設
を
着
工
す
る
と
発
表
し
た
。

し
か
し
、
ど
の
様
な
理
由
で
確
実
性
が
担

保
さ
れ
た
の
か
具
体
的
な
説
明
が
な
い
。

な
ぜ
区
画
整
理
手
法
で
農
振
法
に
基
づ
く

手
続
き
が
進
め
ら
れ
る
の
か
。
除
外
の
同

意
書
は
必
要
な
い
の
か
伺
う
。

　
　

必
要
書
類
等
は
、
今
後
埼
玉
県
と
協

議
し
て
い
く
が
、
全
員
の
同
意
取
得
を
目

指
し
て
い
く
。

　
　

本
当
に
必
要
な
駅
か
議
会
で
議
論
が

さ
れ
な
い
ま
ま
４
億
円
の
税
金
を
投
入
す

る
新
駅
建
設
着
工
は
時
期
尚
早
だ
。
当
初

は
開
発
す
る
た
め
に
駅
が
必
要
だ
っ
た
。

区
画
整
理
手
法
で
の
開
発
で
駅
は
必
要
か
。

　
　

駅
は
必
須
で
は
な
い
。
し
か
し
地
域

住
民
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
必
要
な
駅
だ
。

　
　

秩
父
鉄
道
と
の
新
駅
設
置
の
協
議
開

始
の
条
件
の
一
つ
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
遅

れ
た
事
に
よ
っ
て
生
じ
た
新
駅
の
損
失
を

市
が
補
て
ん
す
る
と
い
う
も
の
が
あ
る
が
、

こ
の
協
議
内
容
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　
　

そ
の
部
分
は
協
議
し
て
い
な
い
が
、

市
が
金
銭
補
て
ん
す
る
考
え
は
な
い
。

Q
区
画
整
理
手
法
で
は
駅
が
な
く
て
も
開
発
で
き
る
の
か

A
開
発
す
る
の
に
駅
は
必
須
で
な
い

ＱＱ
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駅予定地

村
川
　
徳
浩

ミ

ル

ク

　

お

や

じ

三
田
部
　
恒
明

み
　  

た
　 

べ
　
　
　
　
つ
ね  

あ
き

　
　

東
京
五
輪
に
お
け
る
食
材
調
達
基
準

が
決
定
さ
れ
た
。
い
わ
ゆ
る
Ｇ
Ａ
Ｐ（
農

業
生
産
工
程
管
理
）
の
認
証
取
得
が
必
須

と
な
る
。
こ
れ
は
東
京
五
輪
に
限
ら
ず
国

策
と
し
て
農
産
物
の
輸
出
を
拡
大
し
、
農

業
所
得
の
向
上
へ
の
取
り
組
み
に
お
い
て

も
最
重
要
課
題
と
な
る
。Ｇ
Ａ
Ｐ
に
つ
い

て
は
国
際
規
格
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｇ
Ａ
Ｐ
、
日

本
版
Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
、
埼
玉
県
版
Ｓ
Ｇ
Ａ
Ｐ
が

あ
る
が
、
国
内
で
は
取
得
率
が
極
端
に
低

く
販
売
農
家
全
体
の
０
．
４
％
で
あ
る
。

農
水
省
で
も
厳
し
い
現
状
の
打
開
に
向
け

認
証
取
得
促
進
を
図
る
考
え
で
あ
る
が
、

農
業
大
国
で
あ
る
深
谷
市
に
お
い
て
も
取

り
組
み
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

　
　

Ｇ
Ａ
Ｐ
の
認
証
取
得
に
つ
い
て
は
、

市
内
の
農
業
者
に
お
い
て
も
農
薬
や
肥
料

等
の
適
正
管
理
に
よ
り
、
農
畜
産
物
の
安

全
性
や
信
頼
性
が
向
上
し
、
経
営
改
善
に

も
つ
な
が
る
効
果
が
期
待
さ
れ
る
一
方
で

取
得
費
用
が
大
き
な
壁
と
な
る
等
、
課
題

も
あ
る
。
東
京
五
輪
を
契
機
と
し
て
、
食

品
小
売
業
に
お
い
て
認
証
取
得
を
農
業
者

に
求
め
る
動
き
も
国
内
で
広
が
っ
て
い
る
。

市
と
し
て
も
農
業
者
へ
必
要
な
情
報
提
供

を
行
い
、
相
談
等
に
応
じ
て
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
認

証
取
得
に
向
け
十
分
な
支
援
に
努
め
る
。

̶

無
料
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ

　
　
　
　
　
　
　

環
境
整
備
を̶

　
　

防
災
拠
点
で
の
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
環
境
の

整
備
に
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。

　
　

総
務
省
で
計
画
し
国
庫
補
助
の
対
象

と
な
る
。
情
報
収
集
・
安
否
確
認
な
ど
が

可
能
と
な
る
一
方
、
平
常
時
か
ら
の
運
用

で
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
を
要
す
。
防
災
中

枢
拠
点
で
あ
る
本
庁
舎
等
へ
の
整
備
を
念

頭
に
、
費
用
対
効
果
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

Q
第
三
者
認
証
を
必
要
と
す
る
Ｇ
Ａ
Ｐ
へ
の
取
り
組
み
は

A
国
・
県
の
動
向
を
注
視
し
、
情
報
提
供
・
支
援
に
取
り
組
む

　
　

48
億
円
も
掛
け
て
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
は

必
要
か
。
芝
野
踏
切
が
無
く
な
る
と
、
か

え
っ
て
不
便
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　

歩
行
者
に
と
っ
て
は
、
遠
回
り
に
な

る
、
坂
道
や
階
段
で
身
体
的
な
負
担
が
増

す
等
の
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
が
、
踏
切
事

故
リ
ス
ク
を
回
避
し
、
安
全
安
心
な
交
通

環
境
を
確
保
す
る
た
め
に
は
必
要
で
あ
る
。

　
　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
建
設
費
が
高
騰
し

て
い
る
今
、
な
ぜ
計
画
を
実
行
す
る
の
か
。

　
　

他
事
業
の
進
捗
状
況
や
国
済
寺
土
地

区
画
整
理
事
業
の
完
成
を
視
野
に
入
れ
た

結
果
、
必
要
性
が
あ
る
と
判
断
し
た
。

̶

花
園
Ｉ
Ｃ
拠
点

　
　
　
　
　

整
備
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト̶

　
　

最
悪
の
シ
ナ
リ
オ
（
新
駅
は
出
来
た

が
、
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
は
中
止
）
を
避
け
る

た
め
に
、
農
林
調
整
の
め
ど
が
立
つ
ま
で

は
予
算
執
行
を
見
合
わ
せ
る
よ
う
、
取
り

決
め
を
し
た
。
こ
の
条
件
を
ク
リ
ア
し
た

の
か
。

　
　

区
画
整
理
に
よ
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

実
現
性
は
担
保
で
き
た
と
考
え
て
い
る
。

　
　

リ
ス
ク
を
避
け
る
た
め
新
駅
の
設
置

は
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
完
成
後
に
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

　
　

今
後
の
工
事
工
程
や
工
期
を
考
慮
す

る
と
、
駅
を
先
に
建
設
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
　

19
日
現
在
、
補
正
予
算
は
、
委
員
会

で
は
承
認
さ
れ
た
が
、
議
会
で
は
ま
だ
承

認
さ
れ
て
い
な
い
。
14
日
の
新
駅
整
備
に

関
す
る
記
者
発
表
は
、
議
会
最
終
日
以
降

に
す
る
べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
。

　
　

記
者
会
見
で
そ
の
事
情
は
話
し
た
が
、

日
程
の
都
合
も
あ
り
記
者
会
見
が
行
わ
れ

た
。
大
変
申
し
訳
な
い
。

Q
48
億
円
も
掛
け
て
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
は
必
要
か

A
安
全
安
心
な
交
通
環
境
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要

ＱＡ

Ａ Ｑ

ＱＱ ＡＱ Ａ

ＱＱ ＡＡ

Ａ

8

GAPとは、
農産物（食品）の安全を確保し、
よりよい農業生産を実現する取組！
〇農産物の生産で最も重要なことは、食品として
の安全を確保することです。

〇生産者のみなさんは、生産物の安全を確保する
ための生産履歴の記帳を中心に、環境の保全、
労働の安全を確保するための点検などを日頃よ
り行っていることと思います。

〇GAPとは、これらの取組状況を記録簿や掲示物
によって確認・表示しながら、農産物（食品）
の安全を確保し、より良い農業生産を実現する
取組です。

原郷上野台線アンダーパス位置図
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平成28年度　政務活動費収支報告

■
埼
玉
県
都
市
競
艇
組
合
議
会
議
員

　
　
　
　
吉
田
幸
太
郎

■
大
里
広
域
市
町
村
圏
組
合
議
会
議
員

一
部
事
務
組
合
議
会
議
員
の
選
出

■
深
谷
市
監
査
委
員

馬
場
　
　
茂

人
事
案
件

富
田
勝
議
員
、
石
川
克
正
議
員
、
清
水
健
一

議
員
、
馬
場
茂
議
員
が
全
国
市
議
会
議
長
会

並
び
に
埼
玉
県
市
議
会
議
長
会
か
ら
、
勤
続

10
年
の
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

永
年
勤
続
議
員
表
彰

政務活動費とは
地方自治法の規定に基づき、議員の調査研究その他の活動に資するために必要な経費の一部とし
て交付されるもので、議長に結成を届けた会派に対して交付されます。
支給額は、議員一人当たり年額３００，０００円（月額２５，０００円）です。

単位（円）

項目
会派名

交付額（Ａ）

自己負担額（Ｂ）

支出額（Ｃ）

調査研究費等

研修費

広報費

差し引き額
（Ａ＋Ｂ－Ｃ）
市への返還額

深谷同志会
（７人）

深政クラブ
※（３人）

深和会
（３人）

公明党
（３人）

日本共産党
（３人）

深成会
※（３人）

彩新連合
（２人）

広聴費

資料購入費

事務費

支

出

内

訳

2,100,000
0

1,817,563
1,765,496
33,120

18,947

1,100,000
0

1,044,040
1,024,040
20,000

900,000
120,831

1,020,831
1,020,831

900,000
5,282

905,282
213,082
381,692

53,241
257,267

900,000
0

825,033
100,000
7,300

532,048
154,332
31,353

700,000
0

286,936
286,936

600,000
0

490,986

370,986

120,000

282,437 55,960 0 0 74,967 413,064 109,014

支出項目の内容について
項目 内容 主な例

調査研究費等

研修費

広報費

広聴費

資料購入費

事務費

会派が行う市の事務、地方行財政等に関する調査研究及び調査委
託に関する経費や調査研究その他の活動のために必要な先進地調
査又は現地調査に要する経費です。

会派が研修会を開催するために必要な経費、団体等が開催する研
修会の参加に要する経費です。

会派が行う活動、市政について住民に報告するために要する経費
です。

会派が行う住民からの市政及び会派の活動に対する要望、意見の
聴取（アンケート）、住民相談等の活動に要する経費です。

会派が行う活動に必要な図書、資料等の購入に要する経費です。

会派が行う活動に係る必要な備品、文具、消耗品等購入、通信等
に要する経費です。

資料印刷費、調査委託費、文書通信費、
交通費、旅費、宿泊費、車借上料、
ガソリン代等

講師謝金、会場費、交通費、宿泊費、
参加費等

広報紙・報告書等印刷費、会場費等

資料印刷費、会場費、文書通信費、
交通費等

書籍購入費等

備品購入費、文具代、事務機器購入費、
コピー代等

なお、詳細は深谷市ホームページをご覧ください。

深谷市議会

※年度途中に会派間に異動があったため、交付額に差異が生じています。

三
田
部
恒
明

倉
上
　
由
朗

仲
田
　
　
稔

⻆
田
　
義
徳

為
谷
　
　
剛

鈴
木
　
三
男

議会のうごき
4月 5月 6月

10（月）

26（水）

小学校・中学校入学式

議員全員協議会

15（月）

24（水）

26（金）

深和会行政視察～１７日
岡山県備前市ほか
・子育て支援における
　保育料無料化等の取り組みに
　ついて
・小野市の行政経営について
・文化振興によるまちづくりに
　ついて

徳島県阿南市議会
建設委員会視察受け入れ
議会運営委員会、議員全員協議会

２（金）

７（水）

９（金）

１２（月）
１３（火）

　
１６（金）

１９（月）

２２（木）

議会開会、議案説明

議案質疑

福祉文教委員会

産業建設委員会
総務委員会

一般質問

一般質問

議会閉会、議員全員協議会、
新庁舎建設特別委員会
議会改革委員会

行事内容 行事内容 行事内容

清
水
　
修

し
　 

み
ず
　
　  

お
さ
む

　
　

国
民
健
康
保
険
の
資
格
証
明
書
に
つ

い
て
は
、
平
成
22
年
の
国
民
健
康
保
険
法

改
正
に
よ
っ
て
18
歳
未
満
の
子
に
つ
い
て

は
、
発
行
で
き
な
い
こ
と
と
な
っ
た
。
こ

の
法
改
正
と
時
を
同
じ
く
し
て
、
厚
生
労

働
省
か
ら
都
道
府
県
に
対
し
て
、
18
歳
未

満
の
子
に
つ
い
て
の
短
期
被
保
険
者
証
に

関
す
る
留
意
事
項
が
通
知
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
内
容
は
、
18
歳
未
満
の
子
に
つ
い
て

の
短
期
被
保
険
者
証
の
交
付
に
際
し
て
、

す
み
や
か
に
保
険
証
が
手
元
に
届
く
よ
う

配
慮
す
る
よ
う
求
め
た
も
の
で
あ
る
。
18

歳
未
満
の
子
に
つ
い
て
の
短
期
証
交
付
に

際
し
て
市
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る

の
か
。
ま
た
一
般
的
な
対
応
と
し
て
短
期

証
の
交
付
の
目
的
は
、
保
険
税
滞
納
に
対

す
る
制
裁
措
置
で
は
な
く
、
滞
納
世
帯
と

の
接
触
の
機
会
を
も
つ
こ
と
で
あ
る
。
短

期
証
の
交
付
の
目
的
に
つ
い
て
市
は
ど
の

よ
う
に
認
識
し
て
い
る
の
か
。

　
　

国
保
税
を
一
定
額
以
上
滞
納
し
て
お

り
、
納
付
ま
た
は
納
税
相
談
等
な
い
も
の

に
つ
い
て
は
、
有
効
期
限
が
６
カ
月
の
短

期
被
保
険
者
証
を
交
付
し
て
い
る
。
短
期

証
の
交
付
に
際
し
て
は
、
以
前
は
、
滞
納

対
策
の
一
環
と
し
て
、
納
税
相
談
を
行
う

た
め
に
窓
口
に
て
交
付
し
て
い
た
が
、
現

在
は
、
す
べ
て
郵
送
に
よ
り
行
っ
て
お
り
、

留
め
置
き
は
し
て
い
な
い
。
期
限
が
途
切

れ
る
こ
と
な
く
、
被
保
険
者
証
を
使
う
こ

と
が
で
き
る
。
短
期
被
保
険
者
証
の
交
付

に
つ
い
て
は
、
国
保
税
の
滞
納
者
に
対
し

て
、
税
負
担
の
公
平
性
及
び
滞
納
対
策
の

一
環
と
し
て
、
納
税
意
識
を
高
め
る
た
め

行
っ
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

Q
国
民
健
康
保
険
・
短
期
被
保
険
者
証
の
す
み
や
か
な
交
付
を

A
す
べ
て
郵
送
に
よ
り
行
っ
て
お
り
、
留
め
置
き
は
し
て
い
な
い

ＱＡ

備前市役所
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～計画～

日付 協議内容

提案制度による事業者公募（10月～ 3月）

提案制度による事業者公募（10月～ 2月）

花園 IC拠点整備事業

22年度
花園IC まちづくりジャンクション構想 調査
「周辺の交通ポテンシャルに着目し、本市の活性化拠点
として実現化方策を調査・検討」

23年度
花園I C 周辺拠点整備計画 策定
「上記の調査を元に拠点整備計画としてまとめる」
25年度
秩父鉄道(株)と協議
「新駅設置について基本合意書の締結」
26年度
産業拠点整備室組織立ち上げ
「除外、転用、都市計画調整等の業務開始」
「埼玉県との事前調整開始」
「秩父地域を含める7市町村と観光連携協定を締結」
民間ゾーンにおける優先協議者の選定
「公募により三菱地所・サイモン（株）に決定」
27年度
★12月議会 住民投票条例上程→賛成少数で否決
公共ゾーンにおける優先協議者の選定
「公募によりキユーピー(株)に決定」
28年度
★6月議会 調停の申し立て上程→賛成多数で可決
一部地権者との調停を開始→第4回調停で取り下げ
「必要な手続きへの協力を求める調停」
土地区画整理へ事業手法変更
29年度
新駅設置に向けた具体的な協議開始
「新駅開設の告知」

これまでの経緯
～構想～

議員全員協議会で報告があったもの

２３年
８月

☞花園IC周辺拠点整備構想に関する説明
　・整備コンセプト　・公共ゾーンと民間ゾーンの設置

２５年
９月

☞花園IC拠点整備プロジェクトに関する説明
　・プロジェクトの目的(農業・観光の振興）
　・計画地の位置や面積　・概算事業費　・事業スキーム

２６年
１０月

２７年
３月

６月

１０月

２８年
１月

２月

２月

４月

６月

１０月

２９年
１月

２月

４月

５月

☞民間ゾーンの事業者公募に関する説明
　・公募の目的、概要　・審査委員会構成と審査方法
　・公募スケジュール

☞民間ゾーンの事業者公募結果報告
　・三菱地所・サイモン（株）を優先協議者に選定
☞概算事業費の変更と収支計画に関する報告
☞公共ゾーン整備の進め方に関する説明
　・「深谷テラス」の名称と想定する機能 ・ソフト事業の推進
　・公共ゾーン事業者公募の実施
　・想定している公募スケジュール
☞公共ゾーンの事業者公募に関する説明
　・公募の目的、概要 ・審査委員会構成と審査方法
　・公募スケジュール

☞公共ゾーンの公募経過に関する説明
　・6グループが提案書を提出 ・2月頃優先協議者を決定予定
☞事前調整に関する報告
　・交通協議、農林調整の実施報告
　・近隣住民に交通対策を説明予定

☞公共ゾーンの公募過程に関する報告
☞事前調整に関する報告
　・引き続き県との調整を実施中
　・秩父鉄道（株）も法定手続きを実施中
☞公共ゾーンの事業者公募結果報告
　・事業敷地Aはキユーピー（株）を優先協議者に選定
　・事業敷地Bは該当なし
☞キユーピー（株）の提案概要を説明
　・野菜をまるごと楽しめる体験型施設の整備

☞キユーピー（株）との基本協定締結報告
　・土地利用調整と事業契約協議を実施

☞調停の申立についての議案に関する説明
　・調停に至る経緯　・調停申立の目的

☞調停の結果報告
　・第4回調停をもって申立取り下げ
　・今後、市の方針を検討していく
☞事業手法変更の報告
　・土地区画整理手法への事業手法変更
　・地権者意向確認結果報告　（約９５％の同意）

☞秩父鉄道（株）との具体的調整着手に関する報告
　・新駅整備に関する具体的調整に着手
☞土地区画整理事業の進捗

☞秩父鉄道（株）の新駅整備着手についての報告
　・6月中旬に整備着手、平成30年10月開業予定
　・事業費増額分を6月議会で補正議案上程

☞調停の経過報告

　平成２５年花園ＩＣ周辺拠点整備計画では当初、平成３０年度の完成を目指すことが盛
り込まれていました。現在の進捗ですが、事務等の遅れ（県調整の遅れや事業手法の変更）
により完成予定が２年遅れています。
　今後も事務進捗を注視しながら、議会での協議を重ねていきます。

花園アウトレットどーなった？

〈
ふ
か
や
市
議
会
だ
よ
り
は
、
点
字
版
と
Ｃ
Ｄ
版
を
発
行
し
て
い
ま
す
。
送
付
を
希
望
さ
れ
る
方
は
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
５
７
３̶

６
５
６
３
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。〉

キユーピー（株）施設

新庁舎完成イメージ図

市議会　新庁舎建設特別委員会　協議経過

基本計画（案）議会説明２７年
１２月

基本計画（案）について質疑
各会派から出された質問に文書で回答

２８年
１月

議会提言について議員協議２月

議会提言について意見採択２月

市民説明会、パブリックコメントの結果について報告
結果報告を受けての質疑応答
特別委員会からの提言に対する市の考え方
議会からの4点にわたる提言に対し市の回答

３月

基本設計・実施設計委託業者選定結果について
選定された㈱佐藤総合計画の技術提案書を配布
新庁舎完成年度末までの財政見通しについて

６月

基本設計ブロックプラン案について説明と質疑
市民ワークショップの結果報告

１１月

基本設計ブロックプラン（平面計画）案について
各会派から出された質問に文書で回答

１２月

市民説明会、パブリックコメントの結果について報告
結果報告を受けての質疑応答
基本設計（案）変更点の説明

３月

議場及び議会諸室について
新庁舎建設に関するスケジュールについて
平成30年6月までのスケジュールが示された

６月

基本設計（案）について２９年
１月

仲田稔委員長　中矢寿子副委員長

日付 協議内容

21年度　市建築物耐震改修促進計画 策定
22年度　東日本大震災発生
23年度～24年度
本庁舎、外部庁舎耐震診断 実施
「本庁舎IS 値 0.21 という結果」
市公共施設適正配置基本方針 策定
市公共施設の在り方に関する事前協議会
「外部庁舎を集約し現地での建て替えが望ましい」

25年度
市公共施設在り方検討市民会議
「行政サービスの低下を招かぬよう、現庁舎を
使いながら新築。特例債の有効活用等を提言」

26年度
新庁舎整備の基本的な考え方 策定
「基本理念、規模、事業費、整備工程等」

27年度
市民アンケート 実施
「庁舎に求める機能」
新庁舎建設基本計画検討有識者会議
「基本的な考え方を受け基本計画へ向けた提言」
市民説明会 開催
「経緯と基本計画案説明と、21件の質疑」
新庁舎基本計画に対するパブリックコメント
「6件のご意見とそれに対する市の考え方」
新庁舎建設基本計画 策定
「基本的な考え方をより具体化したもの」

28年度
基本設計・実施設計業務委託業者の選定
「公募型プロポーザル方式により選定」
市民ワークショップ 開催
「庁舎の使い勝手と親しみやすさについて」
市民説明会 開催
「基本設計案の説明と、24 件の質疑」
新庁舎建設基本設計に対するパブリックコメント
「13件のご意見とそれに対する市の考え方」
新庁舎建設基本設計 策定

29年度　実施設計策定中
30年度　工事開始 予定
32年度　供用開始 予定

これまでの経緯

　

平
成
21
年
度
策
定
さ
れ

た
「
市
建
物
耐
震
改
修
促

進
計
画
」
か
ら
今
年
度
策

定
予
定
の
「
実
施
設
計
」

ま
で
お
よ
そ
８
年
の
計
画

期
間
を
要
し
た
新
庁
舎
建

設
に
係
る
事
案
で
す
。

　

今
年
度
中
に
概
算
予
算

（
継
続
費
）
の
議
会
上
程
、

来
年
度
に
は
予
算
上
程
、

工
事
入
札
の
手
続
き
を
経

る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
中
に
は
予
算
関

連
の
議
案
が
上
程
予
定
と

な
っ
て
お
り
、
議
会
で
の

審
議
判
断
が
重
要
に
な
っ

て
く
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

議
会
で
は
平
成
27
年
に

示
さ
れ
た
「
基
本
計
画
」

を
受
け
、
新
庁
舎
建
設
特

別
委
員
会
を
設
置
し
協
議

を
進
め
て
参
り
ま
し
た
。

今
後
も
「
基
本
設
計
」
か

ら
「
実
施
設
計
」
へ
の
過

程
に
注
目
し
て
い
き
ま
す
。

　

議
案
審
議
以
外
で
す
が
、
市
民
の
関
心

事
に
つ
い
て
特
集
ペ
ー
ジ
を
作
り
ま
し
た
。

特
に
話
題
と
な
っ
て
い
る
事
案
２
件
に
つ

い
て
、
経
緯
と
議
会
で
の
取
り
扱
い
に
つ

い
て
ま
と
め
て
あ
り
ま
す
。

特集

あ
の
話
、
ど
ー
な
っ
た
？

８
年
の
計
画
期
間

新
庁
舎
建
設
ど
ー
な
っ
た
の
？



学校応援団の取り組み
「学校応援団」 とは、 保護者や地域住民がボランティアとして学習
活動や環境整備など、 協力 ・ 支援を行う活動組織です。

郷
土
花
園
に
愛
着
を
持
ち
、
世
界
に
羽
ば
た
く

児
童
を
育
む
活
動

花
園
小
学
校

　

本
校
は
、
旧
花
園
町
全
域
を

学
区
と
し
、
地
域
の
方
々
の
学

校
に
対
す
る
愛
着
は
た
い
へ
ん

深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
方
が
学
校
の

ニ
ー
ズ
と
地
域
の
思
い
を
マ
ッ

チ
ン
グ
さ
せ
、
学
校
・
地
域
が

一
体
と
な
っ
て
子
ど
も
た
ち
を

育
む
教
育
を
実
践
し
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、
三
年
生
が
伝
統

芸
能
を
体
験
す
る
学
習
で
は
、

豊
栄
神
社
の
さ
さ
ら
獅
子
舞
、

八
幡
神
社
の
神
楽
、
足
高
神
社

の
下
郷
太
鼓
と
地
元
三
社
の
伝

統
芸
能
を
各
保
存
会
の
方
々
が

熱
心
に
指
導
し
て
く
だ
さ
い
ま

す
。

　九州北部の豪雨災害で被災されました皆様方に心からお見舞い申し上

げますとともに、一日も早い復旧を願っています。また、当地深谷市に

おいても災害に強いまちづくりをめざし、市議会としても全力で取り組

ませていただきます。

　さて今議会ですが、常任委員会の任期による改選があり、伴って議会

だより委員構成も変わりました。これまでと同様、読みやすい編集に心

掛けながら、さらに議会に関心を寄せていただけるよう努力してまいり

ますので、どうぞよろしくお願いします。　　　　　　　　　石川克正

編集後記

編 集 委 員 会

９月定例会のお知らせ

議会の生中継・録画配信

［委 員 長］

［ 委 員 ］

［副委員長］

為谷　　剛

五間くみ子

⻆田　義徳

佐久間奈々

村川　徳浩

石川　克正

茂木　一郎

鈴木　三男
ミルク　　　おやじ

http://www.fukaya-city.stream.jfit.co.jp
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日 月 火 水 木 金 土

（開会）議案説明
決算特別委員会

議案説明
決算特別委員会 議案質疑

産業建設
委員会議案質疑

一般質問 一般質問 一般質問

福祉文教
委員会

決算特別
委員会

決算特別
委員会総務委員会

1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

採決（閉会）

24 25 26 27 28 29 30

2

9

16

23

30

荒川を舞台に「深谷の夜空を彩る真夏の花火」

をテーマとして、尺玉やスターマインなど約４，

０００発の花火の競演が行われます。今年は、

８月６日の午後７時から開催されます。

（平成２５年度深谷市観光協会写真コンクール

の入賞作品から）写真の建物はもくせい館です。

今号の表紙は

深谷花火大会

ふ
か や

発 見

神
楽
の
衣
装
を
着
て
み
ま
し
た

保
存
会
の
方
と
太
鼓
を

　
　
　
　
　

   

た
た
い
て
み
ま
し
た
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